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局

キーワード

課題名

開発期間

H2年度

H6年度

成長量調査

成長量調査、相対照度測定、定点撮影

H25年度 立木配置図作成

①

②

③

　２　まとめ

①

②

③

平成２年度～平成２５年度

林内整備

(背景・目的）

碁盤等の特殊用途に使用されるカヤ等の木材資源は急速に減少しており、その維持
培養が必要とされている。現在、特殊用材であるカヤの植栽による育林技術は確立さ
れていない状況にあるため、スギ造林地内に樹下植栽を行い、複層林によるカヤの育
林技術を開発する。

（施業経過）

H3～5年度

H6～17年度

H18～20年度

新見市内(旧哲多町)でカヤの種子採取

播種・養苗(民間委託)

技術開発課題の成果整理シート

25－4

近畿中国

カヤ、樹下植栽、育成技術

カヤの人工植栽試験

概要

実証結果

釜谷国有林において、スギ遺伝子保存林(64年生)を50％伐採
し、２箇所0.33haにカヤ1,000本を樹下植栽

保育(下刈り)

初期成長は鈍かったが植栽から10年を過ぎると、年平均成長量、樹高15
～20cm、根元径3～4ｍｍと順調に成長している。

(調査経過)

（調査結果)

H8～17年度

H20､24年度

植栽木の枯損率12％である。

　１　植栽木の生育状況

立木配置図を作成し、上層木の有無と個々のカヤの成長について比較。
各プロットとも上層木と成長の関係は見出せなかった。

樹下植栽でも枯損率は12％と低く、カヤの活着率及び成長に影響が少な
い。
照度は下がっているものの、根元径・樹高共に順調に成長しており、当面
照度調整の必要はない。
本試験地においては、樹下植栽によるカヤは、良好な生育をしている。奈
良所の試験地との大きな違いは、スギ高齢級の樹下植栽で、枝下高が高
いこと。保育作業を毎年度実施し、比較的下層植生及び中層植生での競
合がない状態で成長してきたことがあげられる。また、現状では光環境の
変化は、カヤの成長に大きく影響を与えていない。
　以上のことから、初期成長においては、光環境よりも競合する他の植生
による影響が大きいものと考えられる。
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